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一
九
四
四

（昭
和

一
九
）
年
四
月

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
四
月

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
四
月

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
四
月

一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
四
月

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
四
月

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月

一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
四
月

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
四
月

一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
四
月

一
九
八
三

（昭
和
五
八
）
年
四
月

一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
四
月

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
―

一
月

一
九
八
九

（
平
成
元
）
年
五
月

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
五
月

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
七
月

一
九
九
五

（
平
成
七
）
年
五
月

一
九
九
八
（
平
成
一
O
)
年―

一月

北
九
州
市
に
生
ま
れ
る

福
岡
県
立
小
倉
高
校
入
学

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
入
学

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

同
博
士
課
程
入
学

同

研

修

員

高
野
山
大
学
文
学
部
講
師

同

助

教

授

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
助
教
授

神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授

同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

(
S現
在
）

同
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程
担
当
（
＼
現
在
）

日
本
社
会
学
会
理
事
（
九
一
年
―
一
月
ま
で
）

関
西
社
会
学
会
委
員

（九
二
年
五
月
ま
で
）

地
域
社
会
学
会
庶
務
理
事
（
九
六
年
五
月
ま
で
）

神
戸
大
学
文
学
部
教
授

（現
在
に
至
る
）

関
西
社
会
学
会
委
員

（九
八
年
五
月
ま
で
）

日
本
社
会
学
会
財
務
理
事

（二

0
0
0年
―
一

月
ま
で
）

，
 



（
平
成
ニ
―
-
）
年
六
月

二
0
0
二
（
平
成
―
四
）
年
六
月

二
0
0
二
（
平
成
―
四
）
年
九
月

二
0
0七
（
平
成
一
九
）
年
三
月

二

0
0
1
 

◇

◇

◇

研

如

九

咄

末

碑

狽

関
西
社
会
学
会
常
任
理
事

(
O四
年
六
月
ま
で
）

地
域
社
会
学
会
会
長

(
O四
年
六
月
ま
で
）

神
戸
大
学
文
学
部
長
・
文
化
学
研
究
科
長

(
O
四
年
八
月
ま
で
）

神
戸
大
学
文
学
部
定
年
退
職
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【
編
著
書
】

一
九
八
二
年
九
月
（
共
著
）
『
現
代
労
資
関
係
の
理
論
』
青
木
書
店
（
「
現
代
労
資
関
係
へ
の
視
角
」
）

一
九
八
六
年
五
月
（
共
編
）
『
農
村
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
日
本
の
社
会
学
6
)
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
六
年
九
月
（
共
著
）
『
都
市
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
有
斐
閣
（
「
都
市
の
危
機
が
意
味
す
る
も
の
」
）

一
九
八
九
年
二
月
（
共
著
）
『
町
内
会
の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
（
「
町
内
会
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
」
「
地
域
生
活
と
町
内
会
」
「
宗
教

と
町
内
会
」
「
町
内
会
の
可
能
性
」
）

一
九
八
九
年
四
月
（
共
著
）
『
都
市
社
会
運
動
の
可
能
性
』
自
治
体
研
究
社
、
（
「
住
縁
ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
町
内
会
」
）

一
九
九
五
年
―
一
月
（
責
任
編
集
）
『
阪
神
大
震
災
研
究
1

大
震
災
l
0
0

日
の
軌
跡
』
神
戸
大
学
震
災
研
究
会
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
（
「
避
難
所
運
営
の
し
く
み
と
問
題
点
」
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
住
民
の
と
り
く
み
」
）

一
九
九
七
年
二
月
（
責
任
編
集
）
『
阪
神
大
震
災
研
究
2

苦
闘
の
被
災
生
活
』
同
上

（「
町
内
に
お
け
る
救
助
と
避
難
の
実
状
そ
し
て
苦
労

と
喜
び
」
「
激
甚
被
災
地
に
お
け
る
住
民
の
一
年
余
の
生
活
実
態
」
）

一
九
九
七
年
五
月
（
責
任
編
集
）
『
阪
神
大
震
災
研
究
3

神
戸
の
復
興
を
求
め
て
』
同
上
（
「
区
画
整
理
事
業

一
六
地
区
に
お
け
る
住
民
の



苦
闘
と
前
進
」
「
長
田
区
鷹
取
東
（
第
一
）
地
区
に
お
け
る
区
画
整
理
事
業
の
歩
み
」
）

一
九
九
九
年
二
月
（
共
著
）
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
社
会
学
第
1
巻
被
災
と
救
援
の
社
会
学
』
昭
和
堂
（
「
重
層
的
な
都
市
瓦
解
と
し
て

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
「
町
内
に
お
け
る
救
助
と
避
難
の
実
状
」
）

一
九
九
二
年
二
月
（
共
著
）
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
社
会
学
第
2
巻
避
難
生
活
の
社
会
学
』
昭
和
堂
（
「
被
災
者
の
意
識
の
展
開
と
構
造
」
）

一
九
九
二
年
二
月
（
共
著
）
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
社
会
学
第
3
巻
復
興
・
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
社
会
学
』
昭
和
堂
（
「
い
ま
被
災
地
は

ー
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
3
年」）

一
九
九
九
年
―
二
月
（
責
任
編
集
）
『
阪
神
大
震
災
研
究
4

大
震
災
5
年
の
歳
月
』
神
戸
大
学
震
災
研
究
会
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
（
「
復
興
ま
ち
壊
し
土
地
区
画
整
理
事
業
は
今
回
で
終
わ
り
に
」
）

二
0
0
一
年
六
月
（
共
編
）
『
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
と
社
会
学
』
世
界
思
想
社

二
0
0
一
年
六
月
（
共
著
）
『
21
世
紀
の
橋
と
扉
』
世
界
思
想
社
（
「
堕
落
す
る
世
俗
の
神
II
貨
幣
」
）

二
0
0
二
年
一
月
（
責
任
編
集
）
『
阪
神
大
震
災
研
究
5

大
震
災
を
語
り
継
ぐ
』
神
戸
大
学
震
災
研
究
会
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

（
「
阪
神
大
震
災
は
天
災
だ
っ
た
の
か
人
災
だ
っ
た
の
か
」
）

二
0
0
二
年
七
月
（
共
著
）
『
少
子
高
齢
時
代
の
都
市
住
宅
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
「
世
代
間
関
係
の
変
容
と
地
域
社
会
の
可
能
性
」
）

二
0
0三
年
三
月
（
共
著
）
『
海
外
に
お
け
る
日
本
人
日
本
の
な
か
の
外
国
人
』
昭
和
堂
（
「
移
民
流
動
の
分
析
枠
組
と
エ
ス
ノ
ス
ケ
ー
プ
」
）

ニ
O
O六
年
三
月
（
共
著
）
『
「
貨
幣
の
哲
学
」
と
い
う
作
品
』
世
界
思
想
社
（
「
貨
幣
の
実
体
価
値
」
「
人
格
的
価
値
の
貨
幣
等
価
物
」
）

二
0
0六
年
五
月
（
共
同
監
修
）
『
地
域
社
会
学
講
座
3

地
域
政
策
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
東
信
堂

【
学
術
論
文
】

一
九
六
九
年
七
月
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
つ
い
て
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
一
五
巻
一
号

一
九
七
二
年
四
月
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
序
説
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』

一
七
巻
三
号
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一
九
七
四
年
三
月
「
農
民
層
分
解
の
現
段
階
~
一
九
六
0
年
か
ら
一
九
七
0
年
の
長
野
県
小
諸
市
平
原
・
御
影
地
区
」
『
高
野
山
大
学
論
叢
』

六
号

一
九
七
五
年
四
月
「
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
組
織
体
の
矛
盾
と
そ
の
克
服
を
め
ぐ
っ
て
」
『
科
学
と
思
想
』
一
六
号

一
九
七
六
年
三
月
（
共
著
）
「
み
か
ん
旧
産
地
に
お
け
る
農
民
層
分
解
と
農
業
組
織
の
展
開
」
『
高
野
山
大
学
論
叢
』
―
一
号

一
九
七
八
年
一

0
月
「
『
み
か
ん
危
機
』
の
も
と
で
の
村
落
生
活
の
変
化
と
主
体
的
再
編
成
」
『
村
落
社
会
研
究
』
一
四
集

一
九
八

0
年
九
月
（
共
著
）
「
大
都
市
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
域
生
活
と
住
民
組
織
」
『
立
命
館
産
業
社
会
論
集
』
二
五
号

一
九
八
一
年
一

0
月
「
大
都
市
周
辺
に
お
け
る
地
域
生
活
と
住
民
組
織
（
そ
の
二
）
：
大
阪
府
寝
屋
川
市
の
事
例
」
『
立
命
館
産
業
社
会
論

集
』
二
九
号

一
九
八
二
年
七
月
「
市
民
社
会
の
構
造
連
関
と
現
代
社
会
」
山
本
英
治
編
『
現
代
社
会
と
共
同
社
会
形
成
』
有
斐
閣

一
九
八
三
年
四
月
「
生
活
の
資
本
主
義
化
と
地
域
社
会
」
布
施
鉄
治
他
編
『
現
代
日
本
の
地
域
社
会
』
青
木
書
店

一
九
八
三
年
九
月
「
社
会
学
に
お
け
る
村
落
社
会
研
究
の
動
向
ご
戦
後
日
本
を
対
象
と
し
た
研
究
に

つ
い

て
」
『
村
落
社
会
研
究
』
一
九
集

一
九
八
四
年
三
月
「
自
動
車
産
業
労
働
者
に
お
け
る
労
働
生
活
と
疎
外
」
『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
―
一
号

一
九
八
五
年
二
月
「
労
働
者
定
着
政
策
と
労
働
生
活
」
小
山
陽
一
編
『
巨
大
企
業
体
制
と
労
働
者
』
お
茶
の
水
書
房

一
九
八
六
年
三
月
「
人
口
急
増
下
の
衛
星
都
市
・
そ
の
社
会
と
政
治
：
大
阪
府
寝
屋
川
市
を
事
例
と
し
て
」
『
神
戸
大
学
文
化
学
年
報
』

五
号

一
九
八
六
年
三
月
「
日
常
生
活
と
社
会
理
論
（
試
論
）
」
『
社
会
学
雑
誌
』
三
号

一
九
八
六
年
―
一
月
「
日
本
的
な
も
の
へ
の
視
角
」
『
思
想
と
現
代
』
七
号
、
白
石
書
店

一
九
八
六
年
―
一
月
「
生
活
の
都
市
化
こ
文
り
概
念
と
実
像
」
真
田
是
編
『
現
代
日
本
の
生
活
構
造
』
有
斐
閣

一
九
八
八
年
三
月
「
貨
幣
と
価
値
ー
ジ

ン
メ
ル
と
マ
ル
ク
ス
」
『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
五
号

一
九
八
八
年
三
月
「
一
九
八

0
年
代
中
盤
の
社
会
意
識
」
『
神
戸
大
学
文
化
学
年
報
』
七
号

12 



一
九
八
八
年
三
月
「
日
本
的
拝
金
主
義
の
構
造
」
『
社
会
学
雑
誌
』
五
号

一
九
八
九
年
三
月
（
共
著
）
「
木
賃
住
宅
の
町
に
住
み
あ
う
人
々
の
生
活
史
」
『
同
時
代
人
の
生
活
史
』
未
来
社

一
九
八
七
年
七
月
「
町
内
会
の
歴
史
と
可
能
性
」
『
都
市
問
題
研
究
』
四
一
巻
七
号

一
九
九

0
年
三
月
「
象
徴
交
換
と
日
本
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
『
思
想
と
現
代
』
―
―
―
号
、
白
石
書
店

一
九
九

0
年
五
月
「
日
本
文
化
と
現
代
世
界
」
木
田
融
男
他
綱
『
変
貌
す
る
社
会
と
文
化
』
法
律
文
化
社

一
九
九
二
年
三
月
「
新
し
い
資
本
論
の
た
め
に
」
『
神
戸
大
学
文
化
学
年
報
』
一

0
号

一
九
九
二
年
五
月
「
資
本
論
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
か
っ
た
か
」
『
社
会
主
義
を
哲
学
す
る
』
大
月
書
店

一
九
九
八
年
五
月
「
『
国
家
都
市
』
神
戸
の
悲
劇
と
『
市
民
社
会
』
の
苦
闘
」
『
地
域
社
会
学
会
年
報
』
一

0
号

二
0
0
0年
九
月

R
o
l
e
a
n
d
 F
 g
 
ctions of L
o
c
a
l
 C
o
m
m
 g
 
ities 
in E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 R
e
s
c
u
e
,
 Shelter Administration a

n
d
 R
e
c
o
n
 ,
 

struction
,
 International Journal o

f
 J
a
p
a
n器
e
Sociology、
9

二
0
0
二
年
三
月
「
現
代
日
本
に
お
け
る
自
殺
の
諸
相
」
『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
50
周
年
記
念
論
集
』

二
0
0
二
年
三
月
「
市
民
社
会
と
リ
ス
ク
認
識
ー
阪
神
大
震
災
の
意
味
す
る
も
の
」
『
社
会
学
評
論
』
五
二
巻
四
号

ニ
O
O六
年
三
月
「
被
災
地
に
生
ま
れ
育
つ
『
市
民
社
会
』
の
す
が
た
」
『
社
会
学
雑
誌
』
二
三
号

ニ
O
O六
年
五
月
「
日
本
式
『
羞
趾
』
結
拘
的
友
展
方
向
」
（
「
日
本
的
『
羞
恥
』
の
構
造
の
ゆ
く
え
」
）
、
「
日
本
国
内
芙
子
日
本
文
化
研
究

的
最
新
幼
向
」
（
「
日
本
に
お
け
る
日
本
文
化
研
究
の
最
新
動
向
」
）
、
主
編
孫
新
・
副
編
王
偉
『
世
界
中
的
日
本
文
化
ー
摩
擦

与
融
合
（
世
界
の
中
の
日
本
文
化
~
擦
と
融
合
）
』
国
際
文
化
出
版
公
司

【
報
告
書
】

一
九
八
三
年
三
月
『
入
会
林
野
と
近
代
的
野
菜
生
産
』
（
科
学
研
究
費
報
告
書
）

一
九
八
三
年
一
＿
一
月
「
豊
田
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
展
開
と
住
民
の
対
応
」
『
ト
ヨ
タ
調
査
第
2
次
報
告
書
』
（
科
学
研
究
費
報
告
書
）
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一
九
八
六
年
三
月
（
共
著
）
「
大
阪
都
市
圏
と
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
『
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
の
地
域
生
活
要
求
と
生
活
様
式
に
つ
い
て

の
総
合
研
究
』
（
科
学
研
究
費
報
告
書
）

二
0
0
一
年
三
月
（
共
著
）
「
郊
外
都
市
の
変
動
と
そ
の
構
造
」
「
三
田
市
に
お
け
る
農
業
の
展
開
」
『
兵
庫
県
内
農
村
社
会
の
変
動
過
程
に

関
す
る
研
究
』
（
科
学
研
究
費
報
告
書
）

二
0
0四
年
一
月
E
v
a
c
u
a
t
i
o
n
s
a
n
d
 Sheltering P
r
o
b
l
e
m
s
 of C
o
m
m
u
t
e
r
s
 in a
n
 U
r
b
a
n
 E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 Disaster: T
h
e
 C
a
s
e
 S
t
u
d
y
 

in w
h
i
c
h
 a
 Great E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 O
c
c
u
r
s
 in O
s
a
k
a
 City during the D
a
y
t
i
m
e
,
 Ur

b
a
n
 E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 Disaster Process 

M
o
d
e
l
i
n
g
 a
n
d
 Reaこら
ss
Estimation 
(
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
）

二
0
0五
年
三
月
「
日
本
的
意
識
の
構
造
と
解
体
」
『
日
中
の
文
化
関
係
を
考
え
る
（
そ
の
二
）
』
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
書
）
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【
翻
訳
】

一
九
九
三
年
一

0
月
（
共
訳
）

T
.
H
・
マ
ー
シ
ャ
ル
、

T
・
ボ
ッ
ト
モ
ア
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
社
会
的
階
級
』
法
律
文
化
社




